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ボランティア登録状況 （令和6年10月末現在）

項目 人数 年齢・男女別内訳（人）

個人登録

男性　　
　343人

女性　　
　656人
　

 計999人

年齢 男 女 計

10代 7 7 14

20代 29 42 71

30代 50 69 119

40代 30 43 73

50代 47 71 118

60代 39 110 149

70代 75 192 267

80代以上 66 122 188

計 343 656 999

グループ登録 36グループ 844

第30回 福祉ふれあいまつり
第 2 回 子育て応援バザーを開催しました
　10月27日（日）に狭山谷公園で、 『第30回福祉ふれあいまつり』と『第2回子育て応援
バザー』が盛大に開催されました。
　今年は『新たな出会い😊をつなぐ地域のきずな』をスローガンに、27団体が模擬店や舞台
発表を行い、「第2回子育て応援バザー」では、子ども用の洋服や靴などが販売され、参加団
体やボランティアの方々のご協力により、年代問わず、たくさんの方々と交流することがで
きました。エンディングでは、フォークダンスと瑞穂音頭で大きな輪がつながりました。
　たくさんの方々のご来場とご協力、ありがとうございました。  

第30回福祉ふれあいまつり実行委員長 挨拶

みずほまるを囲んで、全員で瑞穂音頭！！

お弁当の宅配です！！

宅配クック1・2・3 西多摩店

（税別）

ムースセット食
噛む力、飲み込む力が弱っている方に

消化にやさしい食
胃や腸に負担が少ない食事

透析食
人工透析なさってる方に

腎臓病食
腎臓病の方に

やわらか食
咀嚼の困難な方に

847
セット
720
おかず糖尿病食

塩分カロリー調整食

695セット
630おかず健康ボリューム食

まだよく食べられる方に600セット
535おかず普通食

高齢者向けの介護食

羽村市羽東1-19-1-102 ☎042-554-9528

～私たちも地域福祉活動を応援しています～



　使用済み切手のまわりをハサミで切り取り、仕
分けするボランティア活動に参加してみません
か？整理された使用済み切手は、換金して、社協
だより発行のための費用や福祉ふれあいまつり
などに活用させていただきます。
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　皆さまよりご寄付いただいた、使用済み切手と牛乳パックは、換金をしています。換金した貴
重なお金は、ボランティアの皆さんが安全安心に活動できるよう保険料などとして活用させて
いただきます。また、ご寄付いただいた文庫本はJR箱根ケ崎駅に設置してある『えき図書コー
ナー』の本棚に並べています。ご協力ありがとうございます。

令和6年9月1日から10月31日　敬称略

やさしさの積み重ね
使用済み切手、牛乳パック、文庫本などご寄付いただいた方をご紹介させていただきます。

安心安全防犯ボランティア瑞穂
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塩 島 清 志
式　地　みよ子
清 水 育 代
杉 本 麻 子
鈴 木 良 一
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髙　橋　きみ子
髙 水 　 香
髙 水 啓 佑
髙 水 陽 貴
髙 水 麻 央
田 中 芳 枝
丹 生 和 子
戸 谷 明 美
戸 谷 　 勇
直 江 敬 子
中　　　登志子
中 村 憲 一
永 井 和 子
中　垣　トミエ
中 田 利 子
長 見 友 幸
丹 羽 陽 子
野長瀬　ふみ子
野　間　ミエ子
野 元 美 子
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伊 藤 歩 望
伊 藤 惣 一
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伊 藤 羽 純
伊　藤　みち子
臼 井 　 栄
宇 田 幸 子
内 田 忠 道
江 川 紘 子
榎 本 邦 昭
大　野　富美子
荻 原 稔 子
小　野　とよ子
風 間 祥 子
川 嶋 高 行
川 嶋 智 之
川 島 博 子
木 村 保 雄
栗　原　よし子
小 暮 　 彰
小 林 純 子
小 山 弘 子
小 山 　 都
後 藤 啓 子

【事業所等】

【個人】

使用済み切手
整理ボランティア
募 集

　災害時、各地の社会福祉協議会（以下、社協）は都道府県社協からの応援要請に基づき、 被災地へ職員を派遣し、 災害ボランティアセンター
の運営支援を行っています。
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震において瑞穂町社協では、 ２月12日（月）から２月18日（日）まで、 かほく市災害ボランティアセ
ンター運営支援に１名、 ９月15日（日）から９月21日（土）まで、 輪島市災害ボランティアセンター運営支援に１名を派遣しました。

令和６年能登半島地震　石川県被災地へ職員を派遣

平日の午前9時から午後5時までの間でご都合
の良い時間にボランティアセンターへお越しく
ださい。

不 老 の 郷
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みずほひじり保育園
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瑞穂町郷土資料館耕心館
瑞穂町住民部税務課
瑞 穂 町 安 全 安 心 課
瑞穂町高齢者福祉課
ゆ め の もり保 育 園

橋　本　二三子
長谷川　正　明
秦 野 君 子
林 　 育 子
福 井 節 子
福　岡　三子夫
藤　井　あかり
藤 井 陽 向
堀 　 英 男
村　田　トキ子
村 山 隆 敏
矢ヶ崎　憲　雄
やまざきえいた
山　田　みつえ
山 田 力 子
山 幡 厚 子
横 澤 　 香
横　濵　さおり
吉　岡　紀代子
吉 岡 賢 喜
吉 﨑 力 雄
吉　積　喜代子
匿 名

　９月15日（日）から７日間、 輪島市災害ボランティアセンターの運営支援を行いました。 地震発生から約８ヶ
月が経過していましたが、 地面の隆起、陥没、建物や電柱などが傾斜・沈下したままの状態であり、 解体作業が少
しずつ進められている状況でした。
　ボランティア活動は、 家の片づけや災害ゴミの搬出などの一般ニーズに加え、 多少の危険を伴う作業を行う
技術系ニーズがあり、 ニーズ受付をしてから現地調査を行います。 他にボランティアのマッチング 、災害ボラ

ンティアセンターの運営、 ボランティアの送迎などが主な業務となり、 高齢者宅の
片付け作業も輪島市社協の職員と一緒に行いました。 現地調査では、 ボランティア
活動を行うための被災された家の状況確認を行いましたが、 一人暮らしの方から、 今でも地震が起きた時のことを時々
思い出して不安に襲われると聞き、 片付けなどのニーズと共に、 心のケアの必要性を感じました。 それでも、全国からボ
ランティアが来て支援してくれて助かるし嬉しいと、 笑顔も見ることができました。
　しかし、７日間の派遣期間を終えて東京へ帰る日の９月21日の朝に、 猛烈な雨が降り河川が氾濫し、 少しずつ進んでい
た復興もこの豪雨によって振り出しに戻ってしまいました。 運営支援を行った災害ボランティアセンター付近も浸水し、 
ついさっきまで自分がいた地域が変わり果ててしまい、 震災と水害の恐ろしさを実感することとなりました。 そして現
在、より一層のボランティアの力が必要となっており、 たくさんのボランティアが全国から駆けつけ、 活動をしています。
　今回の派遣の経験を瑞穂町での今後に活かしていくとともに、 能登の一日も早い復興を願っています。

【輪島市災害ボランティアセンター運営支援　報告】


